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●中野区

VLP活用のねらい
 教育支援室の職員や子ども同士でコミュニケーションを図り、社

会とのつながりを実感できる居場所の一つとなることを目指す。
 日常生活における日本語に不安を抱える外国人児童・生徒へ

の日本語指導のフォローアップを行う。
対象生徒・児童
 学校に行きづらい区立小・中学生全員

⇒教育支援室に通う児童・生徒
⇒SSWが関わる児童・生徒
⇒不登校対応巡回教員が巡回している中学校の
校内別室に通っている児童・生徒

⇒教育支援室に通う日本語に不安を抱える児童・生徒
⇒家から出ることが難しい児童・生徒

運営時間
 月〜金 ９：００〜 ９：３０

１１：５５〜１２：１０
１５：１０〜１５：２５（水曜日を除く）
※教育支援室職員が対応する時間
※８時〜１８時も都の支援員で対応

活用方法
 チャットやアクション機能を活用したコミュニケーションを通しての

人間関係づくり。
 心理士とVLPの面談の実施。
 放課後（木曜15:30〜）オンライン部活動の実施。
 ホワイトボードでイラストを使ったコミュニケーションの実施。
 イベントを通した他者との協力や競争機会の創出。

【前期】
・教育支援室の職員への研修。
・区内の希望するする児童・生徒への説明、アカウント配布。
・不登校対応巡回教員への研修。
・生活指導主任への説明会、研修。
・児童・生徒向けの体験会実施。
・教育支援室に通室が難しい日の、VLP上での職員との
関わり、コミュニケーション。

【後期】
・毎週木曜日にオンライン部活動「プログラミング部」を、
VLP空間内のみんなでプログラミングを活用して実施。
・通室生と心理士とのVLP上での面談の実施。
・中学校の不登校対応巡回教員と連携した、通室生以外
へのVLP上での支援の実施。
・階段ゲームイベントを実施。一定の期間を設け、成績をラン
キング形式で発表。
・クイズをVLP空間内に張り出す形でクイズイベントを実施。
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●中野区

児童・
生徒

• 教育支援室の先生に直接メッセージを伝え
ることができて便利だった。

• タブレットを通して手軽にアクセスでき、操作
方法も直観的でわかりやすかった。

• VLP内で他の通室生と遊ぶことができて楽し
かった。

• 画面がかたまったり、意図せずオブジェクトに
触ってしまうなど、操作していてストレスに感じ
る箇所があった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 コミュニケーション方法の新たな選択肢となった。
 通室できない日や長期休業中も支援員と交流をもつことができ、

生活リズムや学習習慣を身に付けるために、効果的だった。
 通室が安定しなかった子どもがVLP上で支援員とコミュニケーショ

ンをとることで、教育支援室に対して安心感をもつことができ、そ
の後安定した通室につながった。

 外部からVLPを利用していた子どもが教育支援室につながるた
めのきっかけになった。

 VLP上で関わりを持った子どもたち同士が教育支援室内でも交
流を持つようになった。

 区内でどこともつながっていない児童・生徒を０にするために、
選択肢の一つとして内容を充実させていく。

 参加児童・生徒の目的・目標を設定する。そのために、入室時
間や入室して行うことを本人と相談しながら決めていくなど、主
体的に子どもが活用できるような支援を行っていく。

 クイズ大会などの成果を生かして、様々なオンラインでのイベント
を行っていく。

 VLPの利用が途切れた子どもの現状確認と利用の再開を促す
声掛けを行っていく。

利用者の声

• VLPの効果的な活用について、様々な自治
体と交流する機会が多く設定されいて参考
になった。今後も、一緒に、様々な可能性を
探りながら、来年度はさらに発展させていきた
い。（指導主事）

• VLPを通じて休みがちな児童・生徒にも働き
かけることができ、信頼関係を構築するため
の機会を得ることができた。今後も支援を充
実させていきたい。（教育支援室職員）
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●中野区

保護者への周知用資料

VLP関連のイベント・取組
クイズ大会の開催


